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　与信ポートフォリオの信用リスクを管理する場合には、個社の信用状況の管理に加え、与信先の分散化が重要

なポイントとなる。例えば、与信先が業種ごとに分散化が図られていたとしても業種間で強い相関構造を持って

いれば、その分散化は見かけ上のものとなり、信用リスクは高いままとなってしまう。この相関構造を表現する

ためにはコピュラを用いる方法が提案されているが、本稿ではVineコピュラを使ってこの業種間の相関構造を

より詳細に表現し、信用リスクを評価するためのモデルを提案する。Vineコピュラによって業種ごとの相関構

造の違いを詳細にモデル化することで、その違いを考慮したリスク評価が可能であることを確認した。
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